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　公益財団法人農業・環境・健康研究所の農業大学校は、青年就農準備校に認定されました。
その内容は概略以下の通りです。関心のある方は、当研究所にお問い合わせください。これは、
青年の就農意欲を喚起し、就農後の定着を図り、所得確保のための給付金支給を目的としたも
のです。
　○経営開始型：新規就農者を対象。農業を始めてから経営が安定するまでのもの。最長５年、

年間 150 万給付。
　○準備型：就農の準備として認定された研修機関や先進農家等で研修を受ける者を対象とし

たもの。最長２年、年間 150 万円給付。

受給の認定要件
　・就農予定時の年齢：原則 45 歳未満。農業経営者になる強い意欲があること。
　・研修終了後１年以内に、独立・自営就農または雇用就農すること。
　＊就農できない場合および最低 2 年以上就農していない場合は、給付金を返還すること。
　なお、公益財団法人農業・環境・健康研究所の農業大学校は、平成 26 年２月に静岡県より
研修機関として認定を受けました（静岡就農者対象）。また、４月から全国型（農業会議所）
としても認定されました。
　・ 入学時にすでに就農先が確定している場合、給付申請が可能です。
　・ 基礎科および営農科在籍中に就農先が確定すれば、給付申請が可能です。

閣議決定：21 世紀環境立国戦略
　「環境立国・日本」に向けた「21 世紀環境立国戦略」が 2007 年に閣議決定された。これは「環
境立国・日本」に向けた戦略的取組として、自然共生の智慧や伝統、環境・エネルギー技術、
公害克服の経験といった日本の強みを、環境から拓く経済成長・地域活性化の原動力とするこ
とによって、持続可能な社会の「日本モデル」を構築し、アジア、そして世界の発展と繁栄に
貢献するため発信するとしたものである。
　戦略は次の８項目に整理される。戦略１：気候変動問題の克服に向けた国際的リーダー
シップ、戦略２：生物多様性の保全による自然の恵みの享受と継承、戦略３：３Ｒ（Reduce, 
Reuse, Recycle）を通じた持続可能な資源循環、戦略４：公害克服の経験と智慧を活かした国
際協力、戦略５：環境・エネルギー技術を中核とした経済成長、戦略６：自然の恵みを活かし
た活力溢れる地域づくり、戦略７：環境を感じ、考え、行動する人づくり、戦略８：環境立国
を支える仕組みづくり。学校内外における自然体験活動を促進し、生命を尊び、自然を大切に
し、環境の保全に寄与する態度を養う。詳しく知りたい方は、以下の H Ｐを参照されたい。

（http://www.env.go.jp/guide/info/21c_ens/）
　ここで取り上げる項目は、このうちの「戦略７」と「戦略 8」である。ここでは、これらの
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事象が学術、学会、農水省、土壌学、NPO などの分野でどのように捉えられ、実行に移され
ているかを管見ではあるが追う。加えて、この問題に農業・環境・健康研究所が標榜している
環境を通した農医連携の研究、教育および普及にどのように関わっていけるかを考察する。

日本学術会議：農業を活用した環境教育
　上述した「21 世紀環境立国戦略」を受けて、日本学術会議農学委員会は 2011 年に「農業を
活用した環境教育の充実に向けて」をとりまとめた。その内容の概略は以下の通りである。な
お括弧内の強調文字は筆者が「農業の視点から環境と健康を考える」ためにさらに必要な事項
として追加したものである。
　総合科学である農業は、水・土・大気（・植生）という環境要素を基盤におき、地域環境の
みならず地球温暖化（・オゾン層破壊・酸性雨などの）問題をも教育・研究（・普及）の対象
範囲においている。根本で生命を律する「循環の原理」に関わり、自然との接点も広い。この
農学分野の有する多面的機能（・農村空間の役割：文末の注を参照）を利用した環境教育は、
自然と生命の営み（・自己と自然・自己と社会・自己と地球）を観察し、生命を律する循環の
原理について考える機会を作る。
　そしてその体験学習は、子どもたち（・社会全般）には自然の仕組み、人間活動の環境に及
ぼす影響、人間と環境の関わり（人間が環境と農業に及ぼす影響・環境と農業が人間に及ぼす
影響・人間と環境と共存する農業）、その歴史・文化等についての幅広い理解につながり、環境（と
農業と人間）に対する豊かな感性と見識を持たせ、持続可能な社会を目指して、環境と共生し、
行動できる人間力を作ることに貢献できると考える。
　さらに、子どもたちを健全に成長させるためには、教師や親を含めた地域の人材資源を指導
者群として、多様な現場での体験学習を通して問題発見能力や科学的思考力（や自然と地球を
愛する心）を育（み感知する）ことが大切である。その中に循環の原理に関わる農学（・環境
科学）の素養を持った指導者が存在するとより効果的になりえよう。物質的に有限な系である
地球に住む人類の一員としての子どもたちに「環境の大切さ」「物質の循環」に加え、「生命の
循環・連続」「生命への思いやりと畏敬の念」「文化・伝統の大切さ」をも深く意識させ、行動（と
思考）も環境保全に配慮したものになると期待される。また地域ぐるみの行動過程は教育によ
る地域活性化にも道を拓くことに通じると考える。ここでは、学術会議の以下の HP を参照さ
れたい（http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-h133-3.pdf）。

学会の対応：日本土壌肥料学会と国際土壌科学連合（IUSS）の例
　筆者が所属する日本土壌肥料学会の環境教育に関する例を紹介する。この学会には「社会・
文化土壌学部門」がある。この部門は「社会・教育部会」と「文化土壌学部会」からなっている。「社
会・教育部会」は「人間の生存にとって欠くことのできない土壌の重要性について社会的理解・
認識を高め、深めるための研究を行う部会」と位置づけられている。このなかに土壌教育委員
会が設置され、学生や社会人を対象に様々な活動を行っている。
　例えば、地理教育をサポートする古今書院の月刊誌（月刊『地理』）には、土壌教育の特集
号が刊行されている。タイトルは「土をどう教えるか」で、2010 年秋に出版された「新版：
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土をどう教えるか？　現場で役立つ「環境教育教材（上巻・下巻）」の内容にちなんだもので
ある。小中学生向きの「土の絵本全５巻」などが刊行されている。詳細は、HP を参照された
い（http://jssspn.jp/edu/activity/archives.html）。
　土壌に関わる環境教育の潮流は、世界的な傾向でもある。1924 年に設立され 90 年の歴史を
持つ国際土壌科学連合の「第４部門：社会と環境を持続する土壌の役割」には、現在５つの部
会「土壌と環境」「土壌と食料安全保障と健康」「土壌と土地利用変化」「土壌教育と普及啓発」

「土壌科学の歴史・哲学・社会学」が設置されている。「土壌教育と普及啓発」では、教育の必
要性と現場での指導が進められている。国際土壌科学会議については、HP（http://www.iuss.
org/）を参照されたい。

農林水産省の環境保全型農業
　農林水産省では、環境保全型農業を通して社会に対する環境教育を実施している。環境保全
型農業とは「農業の持つ物質循環機能を生かし、生産性との調和などに留意しつつ、土づくり
等を通じて化学肥料、農薬の使用等による環境負荷の軽減に配慮した持続的な農業」と定義し
ている。食料・農業・農村基本法についても、国全体として適切な農業生産活動を通じて国土
環境保全に資するという観点から、環境保全型農業の確立を目指している。省内の農業環境対
策課がこの任にあたり、環境保全型農業の全国的な推進を展開している。
　環境保全型農業として認定された農業者は、エコファーマーという愛称を受ける。この愛称
は、平成 11 年７月に制定された「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律（持
続農業法）」第４条に基づき、「持続性の高い農業生産方式の導入に関する計画」を都道府県知
事に提出して、導入計画が適当である旨の認定を受けた農業者（認定農業者）に与えられる。
これは、平成 12 年８月の「全国環境保全型農業推進会議（会長：熊沢喜久雄東京大学名誉教授）」
で決められた。エコファーマーになると、認定を受けた導入計画に基づき、農業改良資金の特
例措置が受けられる。
　エコファーマーの由来は、エコロジー（生態学）に由来する。また、「エコマーク」「エコビ
ジネス」など環境にやさしいもの、環境を配慮したものなどの象徴でもある。エコは、仏教用
語の「依怙（えこ）：神仏に依り頼むこと」になぞらえ、自然や環境との調和をよりどころと
することにも通じる。また、エコファーマーに環境を依怙贔屓（えこひいき）してもらうこと
への願いもある。これは、当時全国環境保全農業推進会議委員の一人であった筆者が、「エコ」
を依怙贔屓の「依怙」と兼ねるよう熊澤会長に提案し了承されたものである。現在、エコファー
マーに認定されている件数は、全国で 201,760 である。環境保全型農業については、農林水産
省の HP（http://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/hozen_type/）を参照されたい。
　参考までに、以下に平成 25 年度エコファーマー優良事例の一部を記す。
◎ 大賞（農林水産大臣賞）
　○ 山形県「遊佐町共同開発米部会｣（環境保全型農業分野）
　○ 栃木県「帰農志塾」（有機農業分野）
◎ 最優秀賞（農林水産省生産局長賞）
　○ 北海道「白瀬農園｣（有機農業分野）
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　○ 宮城県「株式会社 大滝自然農園｣（有機農業分野）
　○ 群馬県「甘楽町有機農業研究会」（有機農業分野）
　○ 埼玉県「農事組合法人埼玉産直センター」（環境保全型農業分野）
　○ 千葉県「銚子野菜連合会」（環境保全型農業分野）
　○ 熊本県「やつしろ菜の花ファーム 987」（環境保全型農業分野）

農業と環境教育に関わるネットワーク
　農業を通して環境教育を推進しているネットワークが数多くある。目的や規模や内容は様々
であるが、それらのいくつかの例を紹介する。当研究所以外の内容は、筆者が直接調査したも
のでなく、HP を通し知り得たものであるから、この点はご承知おきいただきたい。
○ NPO：農に学ぶ環境教育ネットワーク（http://www.nounimanabu.net）
　農を通して、子供たちや地域住民に環境教育の場を提供する NPO 法人。横浜市青葉区の「寺
家ふるさと村」と東京都町田市三輪町にまたがる里山をフィールドに活動。自然農での稲作や、
四季折々の自然に親しみ、「食」「環境」「生命」について学ぶイベントを実施。

○ NPO：環境修復保全機構（http://www.erecon.jp）
　環境教育の啓発を柱にしている。
　・小学校との協働で推進する環境保全型農業（タイ）
　・農村域の環境教育と堆肥化技術啓発活動（カンボジア）
　・NGO と大学との連携による食料環境教育支援システムの構築（カンボジア）
　・国際環境協力ファシリテーターの養成を目指した人材養成研修（日本）
　・環境教育啓発の教材開発と出版（日本・タイ・カンボジア）

○ 公益財団法人農業・環境・健康研究所（当研究；http://www.iame.or.jp）
　敷地内に農場とクリニックと農業大学校があり、農医連携の研究・教育・普及を目指してい
る。自然農法や有機農法などの持続可能な農業の普及拡大を図り、国内の環境保全や国民の健
康増進に寄与するために、以下の事業活動を展開している。
　・持続可能な農業の技術開発、調査研究　　・持続可能な農業の教育、研修、指導
　・持続可能な農業の普及啓発　　　　　　　・持続可能な農業を通した環境保全推進
　・持続可能な農業を通した健康増進。　　　　 　　　　　　　  

土壌学の変遷：生産から地球生命圏
　これまでの土壌学（Soil Science）は、動植物や鉱物などと同様に、土壌は独立した自然史
的物体であると捉えてきた。現地の気候、動植物、土地の起伏と年代、母岩の組成など多くの
因子（土壌生成因子）の複雑な相互作用によって地殻表層に作られる独特な自然体と考えてき
たのである。これを専門用語で、土壌生成・分類学（Pedology）と呼んでいる。
　また土壌学は、土壌の化学、物理、生化学、微生物、作物栄養、肥料など作物生育に影響す
るすべての土壌要因を考慮し、食料を安全かつ大量に生産するための科学と位置づけてきた。
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専門用語で、土壌肥料・植物栄養学（Edaphology）と呼んでいる。生命を安全に維持してい
く上できわめて重要な学問分野である。
　しかし 1970 年頃から世界的に環境への関心が高まり、土壌学は生態学や物質循環とのかか
わりで研究されることが増え、「土壌生態学 : Soil Ecology」「環境土壌学 : Environmental Soil 
Science」「園芸学 : Horticulture」などの分野に発展していった。
　また土壌は地質の最表層にあることから、「地質学」「地形学」「自然地理学」の対象の一部
にもなってきた。さらに地球規模の環境や物質循環の視点から、土壌は大気圏・地殻圏・水圏・
生物圏・人間圏などと同位概念で、「土壌圏」としても位置づけられてきた。土壌圏は近接す
る大気圏・水圏・生物圏・地殻圏と分離せず共存しているためである。
　例えば、土壌圏と大気圏の関係を紹介する。地球の表層を覆う土壌圏は平均 18cm である。
この土壌は、人間と同様に呼吸をしている。それにともなって、土壌からは温暖化やオゾン層
破壊のガスが発生している。このガスのうち、二酸化炭素（CO2）、亜酸化窒素（N2O）およ
びメタン（CH4）は、15km 上空の対流圏を温暖化し、N2O は 45km 上空の成層圏のオゾン層
を破壊している。N2O は、主として窒素肥料を施用した土壌から、CH4 は主として水田土壌
や家畜のルーメン（第一胃）から発生している。
　これらのことは、地球が大きな生命体であると提案したジェームズ・ラブロックの「地球生
命圏－ガイア」を想起させる。生きているガイアの切り口の一方の方向は、生きている土壌に
延長することができる。地球生命圏ガイアが生命体であるとすれば、紛れもなく土壌を包括す
る土壌圏もまた生き物であるという仮説を誘う。

土壌学の変遷：生きている土壌から人の健康へ
　この視点から、健全な土壌生命体と健康な人を比較してみよう（表 1）。健全な食べ物を生
産するには健全な土壌が必要である。近代医学の父、古代ギリシャの医聖ヒポクラテスの言葉
が思われる。「食べ物について知らない人が、どうして人の病気について理解できようか」「汝
の食事を薬とし、汝の薬は食事とせよ」。食べ物は土壌から生産されるのである。「土壌につい
て知らない人が、どうして人の病気について理解できようか」と置き換えることもできるであ
ろう。
　土壌が重金属に汚染されると、土壌の生態系は変調を来す。その結果、重金属に妨害され作
物に必要な元素が吸収されなくなるうえ、過剰な重金属を吸収した作物は病気を起こす。カド
ミウムによる農作物被害がよい例である。重金属を過剰に摂取したら、人の体は取り返しがつ
かなくなる。カドミウムによるイタイイタイ病が典型的な例である。
　土壌は人が放出した廃棄物を、ひたすら吸収・消化・分解・改変・浄化してくれる。しかし、
土壌のそのよう緩衝能力にも限界がある。限界値を超えると土壌も病気になる。人も同じこと
で、過剰な添加物は健康を損なう。土壌への過剰な農薬の施用は、人への過剰な医薬品の投与
と同じことである。ましてや土壌への過剰な農薬の使用は、そこに生育する作物を通して、さ
らに人の健康に悪影響を及ぼす。
　土壌への肥料の過剰施用は、植物に悪い影響を与える。例えば窒素の過剰施用は、イネの倒
伏を促進する。そのうえ、水質や大気を汚染する。土壌への過剰窒素は、人の過剰栄養と同じ
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ことである。メタボッリックシンドロームがそのよい例であろう。
　作物に欠くことのできない必須元素や微量元素をバランスよく保持しているのも土壌の特徴
である。それらの元素のバランスが崩れると、作物は健全な生育をしなくなる。人も同じこと
である。栄養バランスが崩れると、さまざまな病気にかかりやすくなる。
　土壌は人と同じように生きていて、常に呼吸をしている。これらの呼吸が健全でないと土壌
も人も病んでいく。オゾン層の破壊や温暖化の原因の一つに、土壌の呼吸の変調があることは、
先に述べたとおりある。土壌から発生する CH4 や N2O などのガスは、温暖化やオゾン層破壊
に影響を及ぼしている。
　作物が土壌から養分を摂取し続けると、土壌の持つ力、すなわち地力は減退する。人も同じ
ことで健康を促進する努力を欠けば健康は衰退する。土壌も人も地力と体力を酷使すると衰退
してくる。土壌には休閑が、人には休息が必要なのである。

世界土壌デーと国際土壌年
　上述したように「生きている土壌から健康へ」と、土壌はその重要性が広く認識されるよう
になった。このようなことから、2013 年 12 月に行われた国際連合総会（国連総会；第 68 会期）
において、12 月 5 日を世界土壌デーと定め、2015 年を国際土壌年とする決議文が採択された。
なお、この決議文の前段に「優良な土壌管理を含めた土壌管理がとくに経済成長、生物多様性、
持続可能な農業と安全保障、貧困撲滅、女性の地位向上、気候変動への対応および水利用の改
善への貢献を含め経済的および社会的な重要性を認識し・・・」という内容が記載されている。
しかし、次の項に示すように土壌を健康と関連づける概念は含まれていない。今後、土壌を人
の健康との関連において掌握する視点が重要になってくるであろう。

農村空間が持つ付加機能：7 次産業としての農業
　人類は、ほんの最近まで名実ともに自然環境の一部として生きてきた。現在でも、その本質
は基本的に変わっていないはずである。人類は土壌の上を歩くことによって進化した。現在の
子ども達を裸足で歩かせ、田んぼの中で遊ばせると喜々として歓声をあげる。この事象は、人
と自然が対立するものではないことの証しである。
　われわれ現代人は、人は自然的存在であり自然の一部であると認識しているのであろうか、
それともこのことを忘れているのであろうか。著名な生態学者の沼田真の言葉を借りよう。「自
然保護というのは、人間が一段高いところから自然をかわいがるという構図ではなく、『人間
－自然』をいい状態に保つことにある」。東京都の大地の 80% 以上が建物とアスファルトなど
の舗装でおおわれているといわれる。われわれの立つ下は大地であるなどと言うのはおこがま

重金属汚染　　重金属摂取　　　　ダイオキシン汚染　　ダイオキシン類汚染
廃棄物投棄　　添加物処理　　　　健全な呼吸　　　　　健全な呼吸
過剰農薬　　　過剰医療         　　地力増進　　　　　　健康増進
過剰肥料　　　過剰栄養         　　休閑　　　　　　　　休息

土壌　　　　　 人　　　　　　　　   土壌　　　　　　　　   人

表1　土壌の健康と人の健康
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しい現状にある。
　自然生態系の中で根元的な地位を占めるのは、光合成を営み、動物に有機物を供給する緑色
植物である。人は他の動物と同じように、環境から食物を調達する他に生きるすべを知らない。
どんな近代社会が成立したとしても、この本質は変わらない。徳冨蘆花が「みみずのたはごと」
に書いたように、まさに「我は畢竟（ひっきょう）土の化物である」。人は自然生態系から独
立して生きることができないと理解できれば、環境を保全し土壌を健全に維持することが、人
類の健康を保つ最大の武器であることが理解できるであろう。
　子育ての中で、土壌との触れ合いを重視している保育園がある。赤ちゃんを裸足にして山の
斜面に腹ばいにさせておく。爪先が地面につくので、ける力や踏ん張る力がついてくる。手は
自由なので草や花や砂を口に入れる。叱らない。この保育園では、裸足にし太陽にあたり、こ
れらの自然の生き物を肌で感じ脳を刺激し子どもの発達をうながすという。話すことも歩くこ
ともできなかったこの保育園の 2 歳と 10 ヶ月のノンちゃんが、運動会で自力でゴールインし
た感動的な実話がある。
　今から 40 年も 50 年も前になるだろうか、NHK で「現代の映像」という番組があった。東
京のある小学生が自閉症になった。家から学校までの通学路に土壌がないうえ、運動場はコン
クリートでおおわれていた。医者通いが始まった。医者の治療は簡単だった。毎日数時間、土
壌や粘土をこねさせ続けたのだ。小学生は数ヶ月（記憶が不正確）で治癒した。
　WHO は「健康」の定義や緩和医療のなかで、スピリチュアリティについて検討してきた。
上述した例にもみられるように、土壌は人にスピリチュアルな面で健康を与えてくれる何かが
ある。
　科学は、いつの日かこの見えないスピリチュアリティをわれわれに見せてくれるであろう。
スピリチュアリティという概念は科学的でないと主張してきた人にも解るような形で。エック
ス線がみえないにもかかわらず、人はエックス線の存在を信じているのだから。
　世界保健機関（WHO）は「健康とは、完全に、身体、精神、および社会的によい（安寧な）
状態であることを意味し、単に病気でないとか、虚弱でないということではない」と定義して
いる。ここでの精神は、mental：精神の、心的な、知的なに相当する。
　しかし、WHO は 1999 年の総会で新たに「健康」の定義を以下のように提案し、その内容
を論議した。新たに、スピリチュアル（spiritual：精神的な、霊的な、知的な）と動的な（dynamic）
が加わり検討された。すなわち、「健康とは、完全に、身体、精神、スピリチュアルおよび社
会的によい（安寧な）動的な状態であることを意味し、単に病気でないとか、虚弱でないとい
うことではない」。この定義は決着していない。健康とは健体康心、すなわち体が健やかで、
心が康らかであることを意味する。われわれは、心が康らかであることの切り口を早急に見つ
ける必要がある、
　その切り口を、農村空間におけるスピリチュアリティに求めたい。農業は、生業として１次
産業（生産）、２次産業（加工）および３次産業（流通）の役目を果たしている。このことは、
加算（１+ ２+ ３）しても乗算（１×２×３）しても６になるので、言葉の綾として 6 次産業
などと呼ばれている。６次産業に新たに農村空間の農医連携に基づく癒しやスピリチュアリ
ティの役割をする新たな農業の役割、農村空間がもつ７次産業を提案したい。
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注：農村空間の役割
　１．農業・農村の環境保全機能（洪水および渇水緩和機能・土壌侵食防止機能・水涵養機能・

水質浄化機能・大気浄化機能・生態系保全機能・生物多様性保全機能・景観保全機能・
保健休養機能・居住快適性機能・アメニティ機能など )

　２．食料生産
　３．健康維持機能（安全食品・農医連携維持・スピリチュアリティ）
　４．生態系維持と物質循環（古神道や万物流転）
　５．伝統文化の保全（鎮守の森など）
　６．教育・文化の創出と現場活用
　７．都会と農業・農村との共生（文化・教育・癒・社会生活）など

　2013 年 12 月に行われた国際連合総会（国連総会；第 68 会期）において、12 月 5 日を世界
土壌デーと定め、2015 年を国際土壌年とする決議文が採択された。世界土壌デー（World Soil 
Day）および国際土壌年（International Year of Soils）は、国際連合食糧農業機関（FAO：
Food and Agriculture Organization）に事務局をおく地球土壌パートナーシップ（GSP：
Global Soil Partnership）の第１回総会で承認されていた。GSP は、食糧の安全保障と地球環
境問題への取り組みという観点から、土壌の重要性を国際社会に呼びかけてきた。今回の国連
総会では、適切な土壌管理が加盟各国の経済成長、貧困撲滅、女性の地位向上などの社会経済
的な課題を乗り越えていくためにも重要であることが強く認識され、世界土壌デーと国際土壌
年が同時に承認されるという前例のない決議採択となった。
　決議文では、加盟国政府はもとより土壌に関連するすべてのステークホルダー（企業・行政・
NPO：Nonprofit Organization などの利害関係者）および個人が世界土壌デーと国際土壌年を
慶祝することを要請している。すべての人びとの土壌に対する認識が向上することを望んでい
る。
　決議文の要約は以下の通りである。このことについては、わが国では独立行政法人農業環境
技術研究所の職員で日本土壌肥料学会の会員である八木一行氏が担当している。詳細は HP を
参照されたい。http://www.niaes.affrc.go.jp/magazine/168/mgzn16806.html）
１．12 月 5 日を世界土壌デーと定め、2015 年を国際土壌年とすることを宣言する、
２．全加盟国、国連機関やその他の国際的・地域的機関、それらと同様に、市民組織、非政府

組織および個人がその日その年を慶祝することを招請する、
３．政府、関連する国際的・地域的機関、非政府組織、民間部門およびその他の関連するステー

クホルダーがその日その年の慶祝に自発的に貢献することを招請する、
４．国際連合食糧農業機関に対し、経済社会理事会決議 1980/67 の添付書類の規定に注意して、

地球土壌パートナーシップの枠組みの中で、政府、深刻な干ばつ又は砂漠化に直面する国
（とくにアフリカの国）において砂漠化に対処するための国際連合条約事務局、関連する
その他の国際的・地域的機構、市民組織および一般大衆と共同して国際土壌デーと国際土

世界土壌デーと国際土壌年
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壌年の実施を促進すること要請し、国際連合食糧農業機関に対し、本決議の実施から生じ
る活動、特に世界土壌デーさらに国際土壌年の評価について報告することを要請する、

５．本決議の実施から生じる活動は自発的拠出金から賄われるべきことを強調し、
６．事務総長に対し、全加盟国が世界土壌デーおよび国際土壌年を記念するための活動を奨励

するように本決議を全加盟国に向けて伝達することを要請する。
（第 71 回本会 2013 年 12 月 21 日）

　なお、この決議文の前段に「優良な土壌管理を含めた土壌管理がとくに経済成長、生物多様
性、持続可能な農業と安全保障、貧困撲滅、女性の地位向上、気候変動への対応および水利用
の改善への貢献を含め経済的および社会的な重要性を認識し・・・」という内容が記載されて
いる。しかし、土壌を健康と関連づける概念は含まれていない。今後、土壌を人の健康との関
連において掌握する視点が重要になってくるであろう。

農医連携という言葉と概念
　農医連携という言葉は、今から9年前の2005年に筆者が北里大学在任中にはじめて発信した。
いまでは北里大学に農医連携教育センターが設立されている（http://noui.kitasato-u.ac.jp/）。
センターのホームページには、農医連携に関する情報（http://noui.kitasato-u.ac.jp/spread/
newsletter/）が 2005 年から 2012 年にわたって紹介されている。また、2006 年から 2013 年
にかけて北里大学農医連携シンポジウムが開催され（http://noui.kitasato-u.ac.jp/spread/
symposium/）、この内容がオンデマンドで見られる。さらに、平成18（2006）年から平成24（2012）
年にかけて北里大学農医連携学術叢書が 1 号から 11 号まで上梓された。冊子の表題は、北里
大学のホームページ（http://noui.kitasato-u.ac.jp/spread/series/）からみることができる。こ
れらの冊子は養賢堂書店から出版されている。加えて、農医連携教育センターのホームページ
の農医連携関連機関情報紹介では当研究所が紹介され、研究所の情報誌「伊豆の国だより」に
リンクできる。
　これまでヒポクラテスの言葉、「食べ物について知らない人が、どうして人の病気について
理解できようか」「汝の食事を薬とし、汝の薬は食事とせよ」「病気は、人間が自らの力をもっ
て自然に治すものであり医者はこれを手助けするものである」、岡田茂吉の言葉、「化学物質を
用いないで生産された食品を摂ることで、人間は健康へと導かれ、生命は健全に維持されるこ
とになる」、また医食同源、身土不二、地産地消などの言葉を使って、農医連携の科学の必要
性と重要性を語ってきた。

脳胃連携
　さて今回は「農医連携」ではなく、われわれの脳と胃腸が意外にもつながっているという「脳
胃連携」の話しである。日経サイエンス 2012 年 10 月号、「特集：マイクロバイオーム」には「究
極のソーシャルネット：J. アッカーマン」「個人差を生むマイクロバイオーム：服部正平」「胃

胃腸と脳の意外なつながり―農医連携か脳胃連携か？―
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腸と脳の意外なつながり：M. コンスタンディ」と題する論文が掲載されている。ここで主と
して紹介するのは、最後のテーマである「胃腸と脳の意外なつながり」、脳胃連携である。

「究極のソーシャルネット」と「個人差を生むマイクロバイオーム」
　はじめに、「究極のソーシャルネット」と「個人差を生むマイクロバイオーム」の概略を雑
誌に沿って紹介する。まず「究極のソーシャルネット」である。このタイトルを大雑把にまと
めれば、「細菌は健康の影の立役者である」と言える。内容を要約する。ヒトの体には、自身
の細胞の 10 倍にも及ぶ細菌細胞がある。共生細菌や細菌叢、マイクロバイオーム（生存する
微生物全体を指す）などと呼ばれるこれらの細菌の集団は、複雑な生態系を構築して、ヒトの
健康に有益な役割をしている。この細菌叢は、ヒトが自ら作れない栄養素を作ったり、健康を
維持する免疫反応を制御したりする。その様子は、究極のソーシャルネットと呼ぶのにふさわ
しい。残念なことに、人間の生活の変化（とりわけ抗生物質の使用）によって、有用微生物が
減る傾向にある。その結果、自己免疫疾患や肥満が増加している可能性がある。
　次に「個人差を生むマイクロバイオーム」である。大雑把にまとめれば、上述したヒトの体
の「細菌のパターンには明瞭な個人差がある」と言える。内容は以下の通りである。血縁関係
にあっても、同じ衣食住環境であっても、ヒトの体内の細菌叢のパターンは異なる。一卵性双
生児の間でも違いがみられる。一方、ヒトの細菌叢の持つ遺伝子をみると、多くの人が共通し
た遺伝子機能を持っている。細菌の種類は様々でも、その遺伝子機能はほぼ同じである。ヒト
は自らに役立つ遺伝子をもとめて細菌を選んできたとみることができる。メタゲノム解析方法
で、こうした細菌叢の謎が次第に解き明かされてきた。さらに、腸内細菌など腸管の細菌叢の
乱れが、免疫機構を通じて全身の病気や健康と関係しているという見方が有力になっている。

「胃腸と脳の意外なつながり」
　さて、やっと「胃腸と脳の意外なつながり」の説明にたどりついた。この項をきわめて大ま
かに言えば、「微生物が気分に影響する」である。内容を要約する。ヒトの胃腸にすみついて
いる細菌叢は、消化や免疫系の働きに影響を及ぼすだけではなく、ヒトの神経系と相互作用し
うる化合物を作り出している。最近、ヒトの体の微生物がヒトの気分や感情、そして人格まで
に微妙に影響するらしいことがわかってきた。腸内の微生物は、脳での遺伝子発現を変え、記
憶と学習に関係する重要な脳領域の発達を左右しているらしい。不安やストレスに対する私た
ちの反応にも影響しているようである。いくつかのタイプの心理的抑うつ状態を治療するのに、
プロバイオティック（体に良い影響を与える微生物、またはそれらを含む製品・食品）や補助
食品などの微生物療法が有効らしいことが、初期段階の臨床試験から示唆されている。いずれ
は、患者の腸内細菌叢を調べて評価することで精神疾患の治療法を調整できる可能性があるか
もしれない。
　「胃腸と脳の意外なつながり」の原題は、Microbes on Your Mind（Scientific American 
Mind, July/August 2012）である。題名の説明には、「胃腸にすみついている細菌があなたの
思考と気分に影響をおよぼしているかもしれない」とある。
参考資料
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1）農医連携論：陽捷行著、北里大学農医連携学術叢書第 11 号、養賢堂（2014）
2）日経サイエンス 2012 年 10 月号：「特集：マイクロバイオーム」

　シリーズ「土壌の神秘」の趣旨は、「伊豆の国だより 2 号：土壌と文化　その１：土壌の字解」
で詳解した。要約すれば、次のようなことである。われわれ人類が生き続けているように、土
壌もすべての生物の基盤として生き続けている。われわれは、土壌が永続的に生き続けている
ことを確認し、人間に対すると同様、土壌に倫理感をもたなければならない。環境倫理である。
さらに、人類が生き続けるための源である土壌を、世代間倫理のもとに未来永劫にわたり安全
に保ち、これを継承する必要がある。そうしなければ、人類はいつの日にか土壌に逆襲される
であろう。土壌が健全に維持されることと、ヒトの健康はきりはなすことができない。土壌に
害のあるものは人間にも害がある。人間は、土壌から生産されるものを食べて生きているから
である。
　土壌を大切に保全しなければ、人類の未来はない。そのために、土壌は文化－文明－生業－
健康－文学－芸術－倫理などと密接に関係していることを紹介し、土壌の神秘を探索すること
にした。このような文化土壌学ともいえる課題は、深くて広く「土壌と文化」「土壌と文明」「土
壌と生業」「土壌と健康」「土壌と文学」「土壌と芸術」「土壌と倫理」などの範疇に分けること
ができる。今回は「土壌と文学　その１：日本の文学」と題して、日本のさまざまな文学・詩
歌などの作品を紹介し、土壌がこれらの中でいまなお営々と生き続けていることを実証する。
土壌を題材にした有名な徳冨蘆花の「みみずのたはこと」、永塚節の「土」、向中野義雄の「土
を喰らう」、水上勉の「土を喰らう日々」、金子みすゞの「土」、松田甚次郎の「土に叫ぶ」、宮
澤賢治の「腐植土のぬかるみ」などを解説する。
　続いて、土壌を大地の視点から語る池澤夏樹の「静かな大地」、犬養道子の「人間の大地」
などを紹介する。また、北方謙三、寺田寅彦などの作品に散見する著者らの土壌への思いを紹
介する。ほかにも数多くの作品があるが、紙面の都合で省略する。最後に、これらの作品を通
して文学や詩歌などに見られる日本人の土壌に対する想いをまとめてみる。

徳富蘆花（健次郎）：1868 年（明治元年）～ 1927 年（昭和 2 年）　　「みみずのたはこと 上」
　トルストイに心酔し、晩年はキリスト者として求道的生涯を送った。小説「不如帰」は一斉
を風靡した。随筆「自然と人生」の文章の見事さで一躍人気作家になった。晩年、聖地パレス
チナを巡り、トルストイの地を訪れ、トルストイと会見した。随筆「みみずのたはこと」は、
東京郊外に「美的百姓」として田園生活を営んだ蘆花の生活記録であるが、この作品に土の本
質がみごとに紹介される。
　「土の上に生まれ、土の生むものを食うて生き、而して死んで土になる。我等は畢竟土の化
物（ばけもの）である。土の化物に一番適當した仕事は、土に働くことであらねばならぬ。あ
らゆる生活の方法の中で尤もよきものを撰み得た者は農である」。

日本の文学土壌の神秘４：土壌と文学 その１
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　「乾を父と稱し、坤（こん）を母と稱す、Mother Earth なぞ云って、一切を包容し、忍受し、
生育す土と女性の間には、深い意味の連絡がある。土と女の連絡は、土に働く土の精なる農と
女の連絡である」。

長塚節：1879 年（明治 12 年）～ 1915 年（大正 4 年）　　「土」
　21 歳の時に子規の許を直接訪ね、「アララギ」の創刊に携わることになる。写生主義を継承
した作風を発展させた。そのため、子規門人の間で「節こそが正岡子規の詠風の正統な後継者
である」との評価が生まれた。散文の執筆も手掛け、写生文を筆頭に数々の小説を「ホトトギ
ス」に寄稿した。さらには、当時の農村を写実的に描写した長編「土」を「東京朝日新聞」に
連載した。これは農民文学のさきがけとなる重要な作品と評価され、彼の代表作になった。土
に生きた人びとの姿が如実に語られる。
　「春は空からそうして土から微かに動く」「お品は生来土を踏まない日はないといいっていい
位であった。そうしてそれは凍てる冬の季節を除いては大抵は直接に足の底が土についていた。
お品はこうして冷たい屍（かばね）になってからもその足の底は棺桶の板一枚を隔てただけで
更に永久に土と相接しているのであった」。
　序文を寄せた夏目漱石は、「ただ土の上に生み付けられて、土と共に成長した蛆（うじ）同
様に憐れな百姓の生活である」と、書いている。

金子みすゞ：1903 年（明治 36 年）～ 1930 年（昭和 5 年）　　「土」
　大正時代末期から昭和時代初期にかけて活躍した日本の童謡詩人。本名、金子テル。大正末
期から昭和初期にかけて、26 歳の若さでこの世を去るまでに 512 編もの詩を綴ったとされる。
1923 年（大正 12 年）9 月に「童話」「婦人倶楽部」「婦人画報」「金の星」の 4 誌に一斉に詩が
掲載され、西条八十からは若き童謡詩人の中の巨星と賞賛された。

土：　こッつん　こッつん　ぶたれる土は　　よいはたけになって　よい麦生むよ
　　　朝からばんまで　ふまれる土は　　　　よいみちになって　車を通すよ
　　　ぶたれぬ土は　ふまれぬ土は　　　　　いらない土か
　　　いえいえそれはなのない草の　　　　　おやどをするよ　

星とたんぽぽ：　散ってすがれたたんぽぽの、瓦のすきに、だァまって、
　　　　　　　　春のくるまでかくれてる、つよいその根は眼にみえぬ。
　　　　　　　　見えぬけれどもあるんだよ、見えぬものでもあるんだよ。

宮沢賢治：1896 年（明治 29 年）～ 1933 年（昭和 8 年）　　「腐植土のぬかるみ」
　宮沢賢治については解説の必要がないが、土壌学を学んだことだけは記しておく。盛岡高等
農林学校（現在の岩手大学農学部）の土壌学教室で土壌学を学び、卒業論文の課題は ｢腐植質
中の無機成分の植物に対する価値｣ であった。そのこともあってか、｢腐植土のぬかるみ｣ と
いう題の詩を書いている。
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腐植土のぬかるみよりの照り返し、材木の上のちひさき露天。
腐植土のぬかるみよりの照り返しに、二銭の鏡あまたならべぬ。
腐植土のぬかるみよりの照り返しに、すがめの子一人りんと立ちたり。
よく掃除せしラムプをもちて腐植土の、ぬかるみを駅夫大股に行く。
風ふきて広場広場のたまり水、いちめんゆれてさざめきにけり。
こはいかに赤きずぼんに毛皮など、春木ながしの人のいちれつ。
なめげに見高らかに伝ひ木流しら、鳶をかつぎて過ぎ行にけり。
列過ぎてまた風ふきてぬかり水、白き西日にさざめきたてり。
西根よりみめよき女きたりしと、角の宿屋に眼がひかるなり。
かつきりと額を剃りしすがめの子、しきりに立ちて栗をたべたり。
腐植土のぬかるみよりの照り返しに、二銭の鏡うるるともなし。

水上勉：1914 年（大正 3 年）～ 2004 年（平成 16 年）　　「土を喰う日々」　
　著者は少年の頃、京都の禅寺で精進料理のつくり方を教えられた。畑で育てた季節の野菜を
材料にして心のこもった惣菜をつくった。この本は、そうした昔の体験をもとに著者自らが包
丁を持ち、一年にわたって様々な料理を工夫してみせた貴重なクッキング・ブックである。そ
のうえ、香ばしい土の匂いを忘れてしまった日本人の食生活の荒廃を悲しむ、異色の味覚エッ
セーでもある。 
　「精進料理とは、土を喰らうものだ。旬を喰らうことは、つまり土を喰らうことだ。土に今
出ている菜だということで精進は生々してくる」「木の葉を掃けばためておき、灰のあまりが
あればためておき、雨あがりをよってそれらを畝のよこにしずませて、土を肥えさせる。これ
が直接、食膳とつながっているのである」「いま、道元禅師のいわれる、一草も無駄にするな。・・・
そのとおりで、土から出てきた一草一根には平等の価値があるのである」「土のなかでうずく
まっていた五月の竹の生気がゆで汁の中で煮えあふれ、土の産む生きものの精が泡立ってくる
感じだ」と述べている。人間の命にとって欠かせない「食」とは、土を喰らうことであると喝
破している。

松田甚次郎：1909 年（明治 44 年）～ 1943 年（昭和 18 年）　　「土に叫ぶ」
　盛岡高等農林学校（現在：岩手大学）在学中に宮沢賢治と出会い、卒業後に「小作人たれ」「農
村劇をやれ」という賢治の言葉を実践する。農民生活の向上と農村文化・芸術の確立に生涯を
かけて取り組んだ。鳥越八幡神社境内につくった土舞台で 36 回の農村劇を実施した。最上共
働村塾を開設し、託児所や共同施設を設け、山岳立体農業にも挑戦した。
　「泥に生きる」の中で、稲を作る泥を賛美している。「泥は汚いというが、泥の素形は見事で
はないか。泥の黒は茶色、ねずみ色、緑色を含んだ複合黒色。あらゆる色彩を吸収し、光沢が
ある。四角の田には四角に納まり、丸型の田には丸型に。あぜに塗れば立体に立ち、床たたき
にすれば固く、階段田にすれば階段田に納まるのが泥の特質。内的特質は、まどらかにして軟
らかい。しかし、柔軟そのものでもなく、粘りと凝固力を持っている。泥は生きている。作物
と人間をつくりあげる。泥を忘れ、米を忘れたとき、国民は一日も生きていかれなくなる」。



-15-

向中野義雄：1944 年（昭和 19 年）～　　「土を喰らう」
　医学部の病理学研究室で医学博士号を取得するための研究を続ける若き中嶋医師に、彼の指
導教授である柳沢は驚くことを命令する。医学博士論文のための研究テーマが、農地での「野
菜作り」である。中嶋にとっては理不尽な命令である。悩みながら農地に赴いた中嶋は、試行
錯誤を繰り返すなかで、農薬を使わない有機農業に取り組む中塚青年と出会う。論文のための
データを携えて大学に戻り、農業研究の内容を詳細に報告する中嶋に、柳沢教授は驚くべきこ
とを告げる。
　柳沢医師は、農薬や肥料に頼ることなく健全な農産物を作ることができることをみて、人間
は薬に頼ることなく、病気が治せるのではないかと考える。人間が健康、すなわち体が健やか
で心が康らかであるためには、数多くの要因がある。人間が生きていくためには、多くの要因
の中でどれかひとつでも不完全であれば、人間は健康でいられない。なかでも食べ物は最も重
要な要因である。しかし、最前線の医療現場では、このことに関する研究はまったくといって
いいほどなされていない。ましてや、作物が生産される土壌について関心のある医師は稀有と
いっていいであろう。そんな状況の中で、私たちは一体どうすればいいのか。この作品では、
稀有な学者、中嶋常允氏と沼田勇氏が紹介され、われわれの行くべき道を示唆してくれる。

池澤夏樹：1945 年（昭和 20 年）～　　「静かな大地」
　実話を元にした小説である。開拓時代の北海道とアイヌの人たちの話がえがかれている。和
人の三郎とアイヌのシトナが馬を飼うために探しあてた広い土地、現在の遠別についての解説
がある。
　「三郎さんがシトナさんを伴って何度もブッシの川の畔に行き、共に藪の中を歩き、この先
のことをかんがえました」「そう言えば、ここは何という名の土地ですか」「トイペッ」とシト
ナさんは応えました。
　「これは土の川ということです。トイは土ですが、ここではただの土でなく、チェトイ、つ
まり食べられる土です。学問の方では珪藻土と呼ばれます。そのまま食べるのではなく、野菜
の和え物などに風味を添えるために少し入れるもののようです。それが取れるから、土の川で
トイペッ」。
　アイヌ人は、この珪藻土を食に採りいれる文化を持っていた。アイヌ民族は珪藻土を「チ・エ・
トイ」（われら食べる土）と呼び、少量を汁物のとろみ付けに使ったり、山菜を和えたりして
食べた。「トイ」はアイヌ語で「土」の意味。食用土を指す場合もあり、地名で「豊」などの
漢字を当てられている場合が多い。江戸時代、飢餓の際に珪藻土が食べられることを知り、飢
えのあまりに大量に食べてしまった人々のなかには、便秘に悩まされたり、糞詰まりのため死
ぬ人も出たという。

犬養道子：1921 年（大正 10 年）～　　「人間の大地」
　評論家である。元首相犬飼毅の孫にあたる。カトリック教会の信徒である。1970 年以降、ヨー
ロッパに在住し、1979 年から世界の飢餓や難民問題に深くかかわっている。
　「この土が、地球上のあちこちで死にかけている。いわゆる Erosion（浸蝕）の状態に入っ
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ている。Erosion とは、ふつうの土砂崩れや地すべりではない、それも二義的には含むが、何
をおいても真っ先に意味するのは、（土）の生物的・有機体的組織の摩滅。荒廃。消失。この
病んでいる大地を、これ以上病ませるな、全力をあげて甦生させよ、今なら間に合う。…」と
警告する。
　「ラテン語の言語において、『大地』と『人間』と『謙虚』は、実は語源をひとつにする。大
地は Humus、そこからヒューマニズムとかヒューマン Homo ⇔ Human が生じ、さらに、最
もヒューマンらしい、ヒューマンをヒューマンとする正しい心的態度としての Humility（謙
虚・謙遜）の語が生まれた。………… Humus → Homo → Human には、もう一つの意味も
ある。Humus（土・大地）に倚って、その上でのみ生きる Homo は、土・大地と同じく、つ
ねに生成の過程を生きる。言いかえれば、…『絶対不変の存在』ではない『偶有』なのである。
……それを忘れて、われこそ、われこそ、われらの技術等こそ至上絶対としたとき、Homo は
Homo 自らを裏切る。ヒュ－マンでなくなる。あらゆる悪と惨はそこから生じはじめる」など
と解説している。

北方謙三：1947 年（昭和 22 年）～　　「水滸伝」
　「日本の大衆小説の最高峰」と評された。2006 年に第 9 回司馬遼太郎賞を受賞。「三国志」「楊
令伝」が有名である。
　「宋江殿は、土を耕したことがおありか？」「昔は父とともに。いまでも父は、土に親しみ、
やがて土に還ると申しております。故郷にひとりきりで、不孝きわまりない息子だと、恥じて
おります」
　「やがて土に還ろう。そう思ったとき、人は孤独ではなくなります。そういうものです。いずれ、
宋江殿にもわかる時が来る」「そうでしょうか？」「土とは不思議なものです。懐かしくなって
くる。癒やすのです。なにかを。いや、多分、孤独を」

寺田寅彦：1878 年（明治 11 年）～ 1935 年（昭和 10 年）　　「柿の種」
　戦前の物理学者・随筆家・俳人で、吉村冬彦・寅日子・牛頓（“ ニュートン ”）・藪柑子（や
ぶこうじ）などの筆名がある。高知県出身で幼少のころ地震や津波にあっている。

「宇宙の秘密を知りたくなった、と思うといつのまにか自分の手は一塊の土くれをつかんでいた。」

まとめ：文学作品に現れる土壌に対する想い
１）土の上にただ生み付けられて、土と共に成長した哀れとも思われる農民の生き様。
２）人間は土壌から生まれ、死んで土壌に帰還するという諦観。宇宙の一部という想い。
３）医食同源、身土不二、地産地消、四里四方に病なし、などといった人びとの健康と土壌は

密接に関連している視点。
４）土壌－作物－動物－食物－人間は、循環の環にある連鎖の概念。
５）自然生態系の中において、人間は初めて人間たりうるという思想。
６）大地と土壌と人間と健康と謙虚は、ひとつのものである史観。
７）大地は病んでいる現実。
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８）大地という自然の恵みなしに、われらは一日たりとも生きることができないという諦観。

　春が終わり夏を迎える前、林下や畑の法面（のりめん）などに赤紫色の花を付けたヒメハギ
を見つけると、夏の訪れが近いことを感じさせてくれます。ここに紹介するヒメハギ科ヒメハ
ギ属ヒメハギは常緑の小型の多年草で、細くて硬い茎が 10cm ぐらいに伸びると花が咲きます。
花が終わると、葉は 1cm か 2cm の大きさになり、背丈も 2 ～ 30cm に伸びるので、観察して
いて飽きのこない植物です。
　それだけではなく、ヒメハギは開放花（かいほうか）と言って花粉運搬者であるミツバチな
どの昆虫を引き寄せ、通常の愕や花びらの組織を持つ型の花と、花期以降は蕾ができても開花
せず、閉鎖花（へいさか）となって結実する特徴があります。目立つ花びらなどを作らなくて
いいので、“ 省エネルギー ” 花と呼んでもいいでしょう。夏が終わる頃まで種を作り続けます。 
　開放花と閉鎖花のそれぞれの特徴を挙げると、前
者は他の同種の個体からの花粉で上質の種子がで
き、その地に定着することができます。一方、閉鎖
花は花の構造を単純にすることにより、エネルギー
が多くの種子を作り出すことに回されます。 
　開放花型種子と閉鎖花型種子は、それぞれ毛や冠
毛が風に運ばれたり、昆虫の体について運ばれたり
して、遠くに種子が移動されます。まるで、種子間
の競合を避けているようです。 
　前号で取り上げたセンボンヤリも、春の開放花と
秋の閉鎖花の 2 タイプの花型を持つ種類でした。こ
の二つの例からも分かるように、植物は長い年月を
費やして子孫繁栄のために飽くなき獲得を続けてき
たのです。このような進化の変遷を知れば知るほど、
自然の偉大さに驚かされます。 
　ヒメハギは、もう一つ他の植物と違った特徴を
持っていることをお話ししましょう。普通の花の多
くは、筒状でその奥に、ミツバチなどが蜜を得るた
めの仕組みができています。しかし、ヒメハギはハ
チなどの来訪者が髭状付属体（ひげじょうふぞくた
い）に止まると、雄しべと雌しべが合体した受粉機
関が出てきて、その奥にある蜜を吸い取る際に受粉
が成立するという複雑な構造になっていることが分
かっています。その複雑な構造に、改めて驚かされ
ます。

生物多様性の紹介：大仁農場
その２　初夏に小さな紫がかったハギに似た花を付けるヒメハギ
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医農地の形象
（いのちのかたち）随想

その５ ビット王国とニセモノの花
ビットの誕生
　世界は千変万化しとどまることを知らない。方丈記の冒頭では「ゆく河の流れは絶えず
して、しかももとの水にあらず。よどみに浮かぶうたかたは、かつ消えかつ結びて、久し
くとどまりたるためしなし。世の中にある人とすみかと、またかくのごとし」とやや嘆息
まじりに表現されている。ただ現代ではそれでは済まされぬという。科学でも経済でも教
育でも医療でも曖昧は許されず、確定した形式が求められる。ぐにゃりぐにゃりと動くウ
ナギのようなものを鷲づかみするだけでは飽きたらず、その動きを止め、加工し、万人が
納得する商品価値をつけて、流通させる。そのために物事を固定化・断片化・再現可能化
する科学的手法や技術が追求されてきたのだ。
　例えば稀代の名演奏家による音楽を記録し、時代や空間を越えて楽しめるように録音技
術が発達した。当初は連続した音の流れを記録したテープやレコードなどアナログ音源が
扱いやすく、録音再生機器も安価になって各家庭に普及が進んだ。しかし、そのデータは
劣化しやすく、複製で誤差を生じやすく、長距離転送しづらい。録音時の雑音は一体化し
ているため分離修正できず、激しい経年劣化はあきらめるしかない。飽くなき欲求から不
満の声が高まり、コンピューターの進歩も相まってデジタル化の波がやってきた。連続し
たデータを離散し、整数にする。いわば坂道を階段にして、今何段目にいるかを明確にす
る方法だ。おかげで細分化し、分析検討し、修正加工し、果ては捏造までやりやすくなっ
てきた。
　このようなデジタルコンピューターが扱うデータを刻んでいくと、これ以上細分化でき
ないキリがある。原子から中性子、そして素粒子とまだまだ最小単位が変わりうる自然界
と違うところだ。最新の高精細４Ｋテレビは一枚の画像に 4000 × 2000 前後の画素（ピク
セル）が詰め込まれている。人間の目では判別はできないが、拡大していけば四角い最小
単位にすぐにたどり着いてしまう。このピクセル一個あたり一色が割り当てられる。それ
も三色ボールペンで表現するよりも豪華版の色鉛筆の方がより表現力が増す。実物に近い
フルカラーでは何と 1677 万色が使い分けられる。コンピューターは二進法が使われてい
るため、振り分け番号は 24 桁にもなる。一桁には０か１のどちらかが入り、ある色を識
別するのに例えば 010101…と番号付けされる。このようにデジタルの世界では全てが０
か１で表すことができるのだ。この一桁分の最小単位をbinary digit、略してビットと呼ぶ。
ビットの成長
　人の生活様式の中にビットがどんどんと流入するうちに、物事のとらえ方もビット的に
なった。０か１か、どちらかに針が急激に振れ、その間が無い。これは世界の実相でなく、
あくまでもデジタルという仮想現実での表現方法に過ぎない。それが人間の思考自体に影
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響し、世界を席巻しているように感じられる。これを仮にビット思考と呼ぶことにしよう。
　たとえば、市井の人達が人生の勝ち負けの判定を（それも結婚できるかなどで）短絡的
に下すようになった。一定の価値観のもと成功者（勝ち組）と失敗者（負け組）のレッテ
ルをつけたがる。それに伴い、相手への賞賛と非難の間も急峻に変化するようになった。
自分の周囲の人物も敵か味方かどちらかに見え、どちらなのかはっきりさせたがる。少し
でも自分を批判するような言動があれば、たちまち幻滅し、心理的距離を作ってしまう。
反◯◯か、◯◯推進か、様々な分野の意見が二極化し、それぞれの立場を主張するだけで
議論は平行線をたどる。また、たった一つの出来事で幸福から不幸に一転し、学校や会社
を辞め、社会に見切りをつけ、果てには死ぬしかないと思いこんでしまう人が増えてきた。
生と死の境目をはっきりさせるというのもビット思考の範疇になる。他人も自分も死んだ
ら無になると考え、その境目をはっきりさせたがる。ピンピンコロリ理想も、臓器移植の
ための脳死判定も一歩間違えればビットになる。
　もちろんビット思考が全て悪いわけではない。社会や個人の効率性が良くなり、生産性
があがり、割り切ることで楽しくスマートに生きる人には有用な考え方だ。ただ一旦不具
合や矛盾が生じた場合には回復不能に陥ってしまう脆弱性を持っている。たとえば、うつ
になった時の白黒思考がそうだ。うつでは悲しさや落胆などの感情、気力低下や興味の喪
失があり、脳内の神経伝達物質が枯渇している状態が認められている。その一つであるセ
ロトニンは長期的な将来を楽観視できる力を生み出すという。「何となく、まあ大丈夫かな」
という理路整然とはほど遠い大ざっぱな感覚である。これが病的なうつ状態になると自分
の能力や人生すべてにわたって確信的な駄目出しをしてしまう。根拠なく悲観的な見方を
するだけでなく、こんなに不安なのだから絶対に自分にはできないという感情的な思い込
みがあったり、会社の業績が悪いのは全て自分のせいだというような妄信があったりする。
一部は病的とみなされるが、うつになりやすい人は発病前からうつ的思考を選ぶ傾向にあ
る。病前も病中も自分が白黒思考をしていることには気づかないし、それ以外の選択肢は
無いものとして思考回路を回し続ける。
　セロトニンを増やす抗うつ剤が病状に改善をもたらしても、こうした考え方が修正され
ない限り、うつは再発しやすいと言われている。事実、普段の認知や行動のパターンを地
道に修正する認知行動療法が再発率を下げる。逆を言えば、社会がビットを奨励し、個人
がビットに支配される時代には白黒思考は後押しされ、うつ病の急増をもたらす一因とな
りうるのだ。
ビットの暴走
　そもそも医療自体がビットのかたまりである。問診、視診、聴診、触診とアナログで心
身の声を聞き取る診察術は廃れ、検査を発注し、正常値か異常値かをチェックする。医師
は患者さんのいない方を向いて電子カルテに記録を打ち込み、勘ではなくガイドラインに
従って健康か病気かを診断する。健康であれば医師が扱う患者ではなくなる。いや、厳密
にはその医師の専門に当てはまるかどうかで、治療への意欲や興味の針が０か１に急激に
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振れる。だからこそ、検査の基準値が変わるとなると医師も患者さんも大慌てとなる。治
療もビット的な対応にならざるを得ない。患者さんが新たな症状を申告する度に一対一で
薬が処方されていく。延々と続けていければ良いが、医療コスト高騰の割に病気が減らず、
個人や社会も健康になっていく実感が得られないため持続可能性を問われている。
　医学の方でも人間の遺伝子を解析すればどんな病気になるのか、どんな治療すれば良い
か、白黒はっきりするという期待感があった。しかし、遺伝子の周辺にその働きを修飾す
る働きがあり、その人が過ごす環境によって様々に変わりうることがわかってきた。ウナ
ギのようにぐにゃりぐにゃりととらえどころがないが、今後も諦めずに生命の設計図を求
めて研究は続くだろう。ただ忘れてはいけないのは、手にした設計図と目の前にいる人間
は同一ではない、ということだ。
　農業も今まではビットであったが、生産性向上と病虫害対策一方では持続可能性に問題
を生ずることがわかった。有機農業の畑は日光や風や雨や温度やそこに訪れる虫や鳥など
の振る舞い・移ろいはビット的にとらえることが難しい。病虫害も一対一での処方や対策
はあり得ない。それでもついつい虫や細菌のうち有用有益なものを選択しようと考えがち
である。自然界は全体のバランスにあわせて役割を変えていくことがあり、人体では腸内
細菌や免疫細胞がそうである。ビット思考は巧妙に入り込み、そうした理解を遠ざけてし
まう。農医連携ならばそれを突き抜けることができるかもしれない。
　社会もビット的な構造を体現している。都市と農村の格差があり、同じエリアでも経済
や健康の格差が広がっている。国際的にもそうで、中には自国の領土かそうでないか、地
図を二色に塗り分けて一喜一憂する傾向がある。でも本当に問題なのはビット的な見方で
ある。人間ひとりを１ビットとし、黒か白のどちらかに塗る。または液晶画面の抜けやプ
ログラムのバグのようにとらえる。極貧は生命の安全を脅かすので避けたいが、富裕や貧
乏を善悪・正否で裁断していくとますます殺伐とした社会になってしまう。ビットの暴走
は人間性の破壊につながる。
　望んでもいないのに、我々はビットの支配する王国の住民（Son of a bit）になってしまっ
たが、それを否定するのもビットの思う壺である。王国に咲いたニセモノの花をひとつひ
とつ本物の花に植え替えるうちに、いつの日か風景が、人が、社会がリアルな色を取り戻
していくのではないだろうか。

　藤田紘一郎（1939 年～）は、免疫学者である。東京医科歯科大学名誉教授で人間総合
科学大学教授、専門は寄生虫学・感染免疫学・熱帯医学である。感染免疫学・寄生虫学の
視点から公衆衛生について多くの本を執筆している。特に寄生虫関連の一般書で広く知ら

藤田紘一郎著
三五館（2013）

乳酸菌生活は医者いらず

本の紹介 その５
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れるようになった。カイチュウ先生としても知られ、「笑うカイチュウ」「清潔はビョーキだ」
「50 歳からは『炭水化物』をやめなさい」など刺激的な著書がある。また、花粉症の原因
が寄生虫を撲滅しすぎたためとする説を広めたことでも知られる。自分の研究の一環とし
て、自らの腸内で 15 年間 6 代にわたり条虫（サナダムシ）と共生していたことがある。“ き
よみちゃん ” と名付けたサナダムシは、3 代目にあたる。最近、薬効をうたって健康食品「プ
ロポリス」販売の助けをしたとして、薬事法違反（無許可医薬品販売）の幇助の疑いで書
類送検された。特異な学者で、巷の評価はまちまちである。
　日経新聞のインタビューの中で「腸内細菌は免疫を作り、自然治癒力の源泉にもなって
いる大事なものです。それなのに、日本人の体内では減っています。それは大地で育つ野
菜や果実の摂取量が減る一方で防腐剤や添加物入りの食べ物などをたくさん食べているこ
ととも関係があると思います」と述べている。これは、2011 年 1 月 29 日の日経新聞夕刊
に「きれい好きの落とし穴」という記事の中で掲載されている。それに対して、2011 年 2
月 23 日に食品安全情報ネットワークから、次の質問が出されている。１）日本人の腸内
細菌が減っているという科学的根拠、２）食品添加物入りの食べ物を食べていることと、
腸内細菌が減少することとの間に関係があると思われる科学的根拠について問う。
　事ほど左様に、様々な評価をもつ学者の著書を紹介（書評ではない）する理由は、「伊
豆の国だより 5 号の「胃腸と脳の意外なつながり－農医連携か脳胃連携か？－」の新しい
知見に由来する。本書は第 1 章から第 5 章で構成されている。以下に各章ごとの内容を紹
介する。

第 1 章：腸と病気の不思議な関係
　私たちの臓器はぜんぶ腸が進化してできたものであって、腸の下す判断はいつだって脳
より的確で正しいと主張する。老化指標の P16 タンパク質は、腸と腎臓に最初に現れる
ように、老化の兆候は、はじめ腸に現れる。消化・免疫・解毒にいたるまで腸の役割は幅
広い。これは自然治癒力が腸にあることの証という。
　腸が汚れると、他の臓器も汚れやすく悪玉菌が繁殖して徐々に悪影響が及ぶ。人の体を
守る免疫細胞の 70% が腸に集中し、残りの 30% は神経のバランスに使われているという。
　風邪を引いて、すぐ直る人といつまでも直らない人は腸の免疫力に由来する。規則正し
い生活をし、腸内細菌を増やしておけば食中毒の予防だって簡単である（O-157 は腸内細
菌の多寡による）。腸内環境が悪いままだとガンを招く要因にもなる（腸内細菌が大腸ガ
ンの原因）。効果的なガン予防策は腸を健康に保つことなどと説く。また、気管支喘息や
アトピー性皮膚炎だって、腸と関係している。幸せを感じやすい神経状態を作るのも腸で
ある（ドーパミンやセロトニンの前駆物質を脳に送る）。
　「心の病」解決の近道は、腸内環境の改善にある。嫌なことがあるとオナラが臭くなる。
これは腸内の悪玉菌が増えるからである。いつも肌がきれいな人は腸内環境がいい。大便
は体の便りである（臭いのないバナナ型が最高、だめなのは水便・切れ切れ・泥便・カチ
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カチ便）。

第 2 章：腸内細菌にも個性があった
　腸内ではいつも善玉菌・悪玉菌・日和見菌の縄張り争いがある。腸内細菌には人それぞ
れの個性がある。それは、出産方法・生活環境・食生活に由来する。日和見菌を味方につ
ければ若さが保てる。ヒトの持つ腸内細菌は人類の進化と共に生きてきた。腸内細菌は気
分や人格形成に影響を及ぼし、脳の発達に重要な役割を果たす。腸内細菌の数を知るため
には、ウンコの大きさを見れば一目瞭然である（元気と大きなウンコは比例）。腸内の菌
のバランスが悪いと、男性は下痢、女性は便秘の傾向がある。きれい好き社会ではアトピー
が増える。それは、寄生虫が IgE 抗体を作り出し、化学物質が細菌を減らすからである。
寄生虫免疫が高まるのである、と説く。

第 3 章：謎多き、腸の正体
　私たちの体は、口・食道・胃・十二指腸・小腸・大腸・直腸・肛門のつながりで、おで
んに例えるとチクワである。腸は、ビタミン・ホルモン・酵素を作っている。これらは食
べ物によるのでなく、腸内細菌から合成される。毒素を排泄する重要な役割を果たしてい
る。腸の免疫量に血液型が関係しているかもしれない（免疫力：O ＞ B ＞ A ＞ AB）、な
どが説かれる。

第 4 章：腸をかしこくする食べ物の話
　腸を健康に保つためにマーガリンは食べてはいけない。トランス脂肪酸に腸が悲鳴をあ
げるからである。自分にあった乳酸菌がある。したがって、人には効くヨーグルト、効か
ないヨーグルトがある。2 週間程度食べ続けて便通や肌の調子をみて、自分に適した乳酸
菌を見つける必要がある。乳酸菌がつくりだす物質が腸内環境の役に立つのである。生き
た乳酸菌よりも死んだ乳酸菌を大事にしたい。なぜなら、乳酸の分泌物や乳酸菌自体の物
質が腸を改善し、免疫細胞を活性化させるのである。そこで、日本の伝統食・和食の力（味
噌・醤油・納豆・漬物）を見直すべきである。街にあふれる見せかけの発酵食品（人工的
味噌・漬物・醤油）にだまされないこと。
　日本人の発がん率上昇は、野菜の摂取量が減ったからである。日本の食卓から野菜が消
えていく。野菜の食物繊維は腸内細菌の大好物で、腸内細菌が減ると腸の免疫力が低下す
る。高脂肪の食事が善玉菌を殺す。したがって、肉料理を楽しむときは野菜をしっかり食
べること。
　世界で最も自殺率の低い国はメキシコである。自殺者の増加と腸内細菌の悪化は密接に
関係している。メキシコ人は野菜好きで、土地土地にあった健康メニューがある。トマト
は抗酸化力の強いリコピン、唐辛子はカプサイシン、大豆は植物性タンパク・食物繊維・
ビタミン E・カルシウム・マグネシウムを含んでいる。
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　健康に欠かせない水がある。飲まないほうがいいのは、消毒した水や、不純物を取り除
いた水である。また、塩素・硝酸態窒素の多い水もしかり。便秘解消に効果があるとされ
ている超硬水の水がある。便秘には超硬水、この水は動脈硬化や心筋梗塞の予防にもなる
が、腎臓に負担をかける。炭酸水は疲労の血行を促進するが、常用すると体が酸性化する。
腸にいい油と悪い油を見分けて賢く摂取するべきである。オメガ 3 脂肪酸とオメガ 6 脂肪
酸は不可欠な必須脂肪酸であり、これは体内では合成できない。油と病気は関係している。
うつ病はオメガ 6 脂肪酸過剰摂取で、多価不飽和脂肪酸は、認知症とくにアルツハイマー
の予防によいという説がある。
　海藻ダイエットは日本人には向いていない方法である。腸内細菌が太りやすさを決めて
いる。食事によって腸内環境が変わり、太りやすい腸内細菌に変わるからである。よい食
事だけでは健康になれない。腸は、ビタミン B や葉酸などの栄養を作り出すし、硫化水素、
アミンおよびアンモニアなどの有害物質をも作りだす。栄養価の高い食事でも腸が整って
いないと、栄養分を吸収することができない。断食や絶食は腸と体を弱らせる。すなわち、
悪玉菌が増殖し、腸粘膜が萎縮し、分泌現象が生じ、動きが悪化する、などと説く。

第 5 章：かしこく暮らす乳酸菌生活のヒント
　「マイ乳酸菌」が増えれば老化も防げる。食器は消毒してはいけない。なぜなら、腸内
の細菌の数が多ければ多いほど免疫力は高まるからである。ウォシュレット・腸内洗浄に
はくれぐれも気をつける。なぜなら、皮膚常在菌がいなくなった肛門はあまりにも無防備
になる。
　抗生物質をとりすぎると、感染症になりやすくなる。抗生物質は細菌を殺すがウイルス
を殺すのではい。抗生物質によって腸内細菌は死ぬ。そのため、免疫力が低下するし、耐
性菌が出現する。抗生物質が本当に必要かどうかは、医師に確認すべきである。
　兄弟姉妹の間で、生まれた順とアレルギー体質とは密接に関係している。アレルギーの
子供が増えたのは出生率の低下に由来する。放っておかれた子供のほうが腸内環境はいい。
帝王切開より普通分娩のほうが腸内細菌の良好な子になる。それは、母親の産道で重要な
菌を獲得するからである。赤ちゃんがなんでも舐めたがるのは、腸内にさまざまな菌を取
り込もうとしている。パンダは土や母親のウンコを舐める。
　子どもから大人になるにつれ、腸内環境は変わっていく。成長するにつれ行動範囲が広
がるからである。そのため、腸内環境は複雑になる。一生変わらないけど日々変わってい
く複雑な系である。
　適度な運動は腸が喜び、運動のしすぎは腸が嫌がる。運動をすると、幸せな心地よい感
情が高まる。運動は、健康促進に効果的である。人類の体は歩くことを前提に作られてい
るからである。無理せずあせらず今からできる生活改善法は、早寝早起き・食生活改善・
食物繊維を多く・添加物避ける・ストレス解消にある。「自分の乳酸菌」が増えれば老化
も防げる。生まれて死ぬまで同じ種類の乳酸菌が生き続けている、などと説く。
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